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葬
に
使
う
死
装
束
の
絶
対
的
需
要
が
減
っ

て
し
ま
っ
た
の
が
原
因
で
あ
る
。

環
境
に
良
い
社
会
で
は 

ヘ
ン
プ
製
品
は
必
須
に
な
る

現
代
的
な
ヘ
ン
プ
産
業
の
展
開
に
お
い

て
最
も
早
く
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
た
の
は
、
李リ

柄ビ
ョ
ン
ス洙

社
長
が
率
い
る
ヘ
ン
プ
・
コ
リ
ア
社

だ
。
２
０
０
０
年
に
創
業
し
た
当
時
は
、

「
ヘ
ン
プ
布
＝
死
装
束
」
と
い
う
イ
メ
ー

た
。
ヘ
ン
プ
布
に
よ
っ
て
死

者
の
魂
が
大
地
に
還
る
と
さ

れ
、
葬
式
代
金
の
大
半
が
そ

の
購
入
代
金
に
充
て
ら
れ
て

い
た
の
で
、
ヘ
ン
プ
布
を
買

い
た
い
の
で
紹
介
し
て
ほ
し

い
と
言
え
ば
、
葬
儀
屋
を
案

内
さ
れ
る
具
合
だ
っ
た
と
い

う
。安

東
布
の
品
質
の
良
さ
は

ヘ
ン
プ
栽
培
に
適
し
た
土
地

柄
に
よ
る
。
４
月
に
播
種
し

て
、
小
指
ほ
ど
の
茎
の
太
さ

に
成
長
し
た
７
月
上
旬
に
収

穫
す
る
が
、
背
丈
は
１
・
５

～
２
・
０
ｍ
ほ
ど
と
あ
ま
り

大
き
く
育
て
ず
、
細
く
て
強

い
繊
維
を
採
取
す
る
。
収
穫

後
に
水
蒸
気
で
蒸
し
て
皮
を

剥
ぐ
方
法
で
繊
維
を
取
り
、

糸
か
ら
布
へ
と
す
べ
て
手
作

業
で
行
な
っ
て
い
る
。
伝
統

的
な
栽
培
か
ら
加
工
ま
で
の
一
連
の
作
業

を
安
東
布
の
保
存
会
が
担
っ
て
熱
心
な
活

動
を
し
て
い
る
が
、
作
付
面
積
は
08
年
の

38
・
２
ha
か
ら
18
年
に
は
１
・
５
ha
に
ま

で
激
減
し
て
し
ま
っ
た
。韓
国
全
土
で
も
、

Ｆ
Ａ
Ｏ
統
計
に
よ
る
16
年
の
栽
培
面
積
は

12�

ha
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
07
年
に
葬

儀
に
関
す
る
法
律
に「
火
葬
を
奨
励
す
る
」

旨
が
謳
わ
れ
た
た
め
、
土
葬
が
激
減
し
て

火
葬
が
８
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
土

無
形
文
化
財
第
１
号
は 

伝
統
的
な
ヘ
ン
プ
織
物

韓
国
で
も
ヘ
ン
プ
に
関
し
て
は
、
日
本

と
同
じ
よ
う
に
古
い
歴
史
が
あ
る
。
紀
元

前
３
０
０
０
年
頃
の
群
山
遺
跡
、
あ
る
い

は
古
朝
鮮
（
紀
元
前
２
３
３
３
～
１
０
８

年
）
の
遺
跡
か
ら
ヘ
ン
プ
繊
維
の
痕
跡
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
記
録
に
よ
れ

ば
、
１
９
３
０
年
に
は
約
２
万
８
０
０
０

ha
、
60
年
代
に
入
っ
て
も
約
６
０
０
０
ha

ほ
ど
栽
培
さ
れ
、
お
も
に
夏
用
の
衣
料
に

使
わ
れ
て
き
た
。
韓
国
で
は
ヘ
ン
プ
布
の

こ
と
を
サ
ン
ベ
と
呼
び
、
女
性
用
の
民
族

衣
装
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
は
、ラ
ミ
ー
（
苧
麻
）

を
用
い
た
も
の
が
多
い
が
、
ヘ
ン
プ
も
古

く
か
ら
布
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

韓
国
中
央
部
に
位
置
す
る
慶キ
ョ
ン

尚サ
ン

北プ
ク
ト道

の
安ア
ン

東ド
ン

市
に
は
、
75
年
に
無
形
文
化
財
第

１
号
に
指
定
さ
れ
た
ヘ
ン
プ
布
「
安
東
布

（
ア
ン
ド
ン
ポ
）」
が
あ
る
。
古
く
は
宮
廷

が
外
国
へ
の
贈
り
物
の
品
に
使
わ
れ
る
ほ

ど
高
品
質
な
麻
織
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
（
図
１
）。
安
東
市
博
物
館
で
は
儒
教

文
化
を
背
景
と
し
た
昔
な
が
ら
の
生
活
風

習
が
再
現
さ
れ
、
出
産
か
ら
成
人
、
結
婚
、

死
に
至
る
ま
で
の
人
生
の
行
事
ご
と
に
ヘ

ン
プ
布
を
着
て
き
た
歴
史
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。

な
か
で
も
、
ひ
と
昔
前
ま
で
韓
国
の
農

村
に
は
土
葬
の
文
化
が
あ
り
、
死
者
が
纏

う
死
装
束
に
ヘ
ン
プ
布
が
使
わ
れ
て
い

韓国
“死装束”から産業・食品・医療の
各分野へ利用拡大の門戸開く
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図１：安東布を織る様子

出典：http://andongpo.or.kr
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部
屋
自
体
を
約
１
７
０
万
円
で
販
売
し
て

い
る
。

08
年
に
韓
国
東
海
市
で
行
な
わ
れ
た
第

２
回
ア
ジ
ア
大
麻
産
業
国
際
会
議
に
お
い

て
李
社
長
は
、「
こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能

な
社
会
、
健
康
的
な
生
活
を
目
指
す
な
ら

ば
、
全
世
界
は
、
石
油
化
学
産
業
か
ら
ヘ

ン
プ
産
業
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
ヘ
ン
プ
製
品
は
、
環
境
に
良
い

社
会
や
製
品
を
推
進
す
る
な
か
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
エ
コ
製
品
か
ら
選
択
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
は
な
く
、
必
須
な
も
の
な
の
で

す
！
」
と
強
調
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
を
受
け
た
。

輸
入
解
禁
に
よ
る 

ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
の
流
行

韓
国
で
は
、
48
年
に
米
国
に

よ
る
政
令
に
よ
っ
て
大
麻
の
規

制
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
対
象

は
外
国
産
の
イ
ン
ド
大
麻
に
限

定
さ
れ
、
昔
か
ら
栽
培
さ
れ
て

き
た
在
来
種
は
除
外
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
76
年
に
施
行
さ

れ
た
大
麻
管
理
法
で
は
す
べ
て

の
大
麻
草
が
対
象
と
な
り
、
現

在
は
２
０
０
０
年
に
統
合
さ
れ

た
麻
薬
類
管
理
法
に
よ
っ
て
規

制
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
麻
薬
類

管
理
法
は
、「
Ｔ
Ｈ
Ｃ
含
量
に

よ
る
産
業
用
の
区
別
が
な
い
」

「
人
体
に
お
け
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
摂
取

ジ
か
ら
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ

を
打
破
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
を
展
開
し

て
い
っ
た
。
国
産
原
料
が
入
手
し
に
く
い

の
で
、
中
国
産
ヘ
ン
プ
を
使
用
し
て
い
る

も
の
の
、
韓
国
の
法
律
の
範
囲
内
で
創
業

か
ら
の
10
年
間
に
開
発
し
た
ヘ
ン
プ
製
品

は
、
ヘ
ン
プ
の
衣
類
、
寝
具
類
、
化
粧
品

を
は
じ
め
と
し
て
２
６
０
種
類
、
特
許
は

７
件
、
意
匠
登
録
は
15
件
に
上
る
。

な
か
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
08
年
か

ら
展
開
し
て
い
る
ヘ
ン
プ
サ
ウ
ナ（
図
２
）

で
あ
る
。
日
本
に
は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な

い
が
、
韓
国
式
低
温
サ
ウ
ナ
は
皮
膚
の
老

化
を
防
ぎ
、
血
液
の
循
環
を
助
け
、
新
陳

代
謝
を
促
し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
役

立
つ
と
さ
れ
て
い
る
。そ
の
ヘ
ン
プ
版
だ
。

ヘ
ン
プ
の
衣
服
に
着
替
え
て
、
ヘ
ン
プ
の

壁
紙
と
建
材
を
使
っ
た
サ
ウ
ナ
に
入
り
、

サ
ウ
ナ
か
ら
出
た
後
に
ヘ
ン
プ
化
粧
品
で

肌
を
整
え
る
と
い
う
も
の
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
る
。
当
初
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で

は
、
自
社
の
ヘ
ン
プ
化
粧
品
を
定
期
購
入

し
て
い
る
方
を
対
象
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
事

業
と
い
う
位
置
づ
け
だ
っ
た
が
、
誰
で
も

利
用
で
き
る
施
設
を
全
国
50
カ
所
以
上
に

展
開
し
て
い
る
ほ
か
、
ヘ
ン
プ
サ
ウ
ナ
の

量
の
基
準
が
な
い
」「
種
皮
の
定
義
が
あ

い
ま
い
で
ヘ
ン
プ
食
品
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
で

き
な
い
」と
い
う
問
題
点
を
抱
え
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
15
年
１
月
に
韓
国
・
カ
ナ

ダ
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
が
発
効
し

た
こ
と
で
、
同
年
に
食
品
に
含
ま
れ
る
Ｔ

Ｈ
Ｃ
含
有
量
の
基
準
を
０
・
２
～
５
ｐ
ｐ

ｍ
に
定
め
て
、
同
年
10
月
か
ら
輸
入
を
解

禁
し
た
。
カ
ナ
ダ
ヘ
ン
プ
フ
ー
ド
社
は
、

魚
と
肉
の
代
替
と
い
う
切
り
口
で
、
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
を
積
極
的
に
行
な
い
、
番
組
後
40

分
で
９
０
０
０
㎏
を
販
売
し
、
翌
16
年
に

は
36
億
円
の
売
り
上
げ
を
記
録
し
た
（
図

３
）。
残
念
な
こ
と
に
、
ヘ
ン
プ
シ
ー
ド

に
重
金
属
が
含
ま
れ
る
と
い
う
噂
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
出
回
り
、
流
行
は
失
速

し
、
売
れ
な
く
な
っ
た
。
現
在
、
韓
国
市

場
で
は
ヘ
ン
プ
シ
ー
ド
の
安
全
性
の
信
頼

回
復
に
努
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

ま
た
、
18
年
11
月
に
は
東
ア
ジ
ア
で
最

初
に
大
麻
由
来
成
分
の
医
薬
品
輸
入
に
道

を
開
く
、
麻
薬
類
管
理
法
の
改
正
を
行
な

っ
た
。
す
ぐ
さ
ま
安
東
市
は
、
韓
国
国
内

で
の
栽
培
復
活
の
た
め
に
規
制
を
緩
和
し

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
書
を
出
し
た
。
01

年
に
農
村
振
興
庁
食
糧
科
学
院
が
開
発
し

た
Ｔ
Ｈ
Ｃ
含
有
量
の
低
い
品
種
は
、
韓
国

産
ヘ
ン
プ
の
産
業
化
に
十
分
な
潜
在
能
力

を
持
っ
て
い
る
。隣
国
の
ヘ
ン
プ
産
業
は
、

伝
統
、
産
業
分
野
で
の
商
品
開
発
・
普
及
、

食
品
、
医
療
利
用
の
各
方
面
で
の
進
展
か

ら
目
が
離
せ
な
い
。

図３：ヘンプ食品を紹介するロッテのテレビショッピング番組

図２：韓国式低温ヘンプサウナ

出典：https://www.youtube.com/watch?v=wpjBj2gRtcw

出典：ヘンプ・コリア社のホームページ　 http://www.hempmall.co.kr


